
生物的防除部会ニュースNoB 14

平成 12年 4月 28日 発行

第6回総会および講演会開催のお知らせ

下記の日時にて、第6□ 総会および語演会を開催いたt/ますので、多くの会員の方での

こ参集を期待いたします。

第6□ 総会 日  時    平 成 12年 5月 19日 (金) 午 後3時 ～3時 30分

場 所   東 京農業大学総合研究所2階 大講義室

議 題    1)平 成 11年 活動報告および会計報告

2)役 員の交替

3)平 成 12年 度活動計画および予算案

総会終了後、下記話演会を同所にて開催いたします

議演会   演 題    「 天敵普及のための情報蓄積 ・支援システム」

演者    農 林水産省農業研究センター研究1着報部モデリし開発室

渡還 朋 也氏

終了後、懇親会を予定しておりますので、ご参加ください。
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はじめに

ナミテントウは日本全国に広く分布じ、ナ

ナホシテントウとならぷ最も代表的なテント

ウムシの一種である。日常の生活でも庭の草

木や公園の緑化木などで簡単に目にすること

ができ、印象的にも好感の持てる昆虫として

数少ない種の一つであるだろう。本種は通常

春から秋にかけて、幼虫ならびに成虫ともア

フラムシを餌として生活している。従つて、

アフラムシ類の天散昆虫こしての利用が有望

視されているが、大量増殖技術や天散として

の利用技術など未解決の部分が多く天敵農薬

としての実用化には至つていない。

人工飼料の開発と飼育技術の確立

ナミテントウを効率よく大塁増殖するため

には人工飼料の開発が不可欠てある。まず、

人工飼料の基材としてフラインシユリンプ

表 1.ナ ミテントウ飼育用人□銅料の組成

素 材 混合割合

フラインシユリンプ耐久卵

発酵酵母エキス (Pl G)

シヨ糖 (白糖でも可)

トリレバー乾燥粉末

25

25

26

25

合   計 100

ナミテントウの大量増殖こ防除への利用

震薬バイオテクノロツト開発技術研究組含

本郷智明

を見いだし、これにシヨ糖と発酵酵母エキス

「ミーストP10(ア サヒピール帥製)」 な

らびにトリレバーの凍結乾爆粉末を、等曇ず

つ添力8してナミテントウ飼育用の人工飼料を

完成した (表1)。 ナミテントウの幼虫がら

羽化期間や羽化率ならびに成虫の体重は、人

工飼料と雄峰児紛末て大きな差が認められな

いことからも (表2)、 完成した人工飼料の

有効性が確認できる。

衰2.人 □飼料での幼虫の飼育

大量増殖を効率的に行う場合、小さな飼育

容器を使い、より多くの成虫を得る必要があ

る。そのためには容器内表面積を大きくする

ことで可能になる。例えば、3.52の プラ

ステイツク容器を使用する場合、容器内に入

れる卵数は200卵 程度が好ましく、結水用

の容器と人工飼料を10g程 度入れる。容器

内表面積は発泡ステロー)し製の緩衝剤を利用

して大きくすることができる。このような方

法で飼育した場合、容器あたり70～ 130

頭の成虫を得ることができる。飼育途中の餌

替えは、人工飼料に一般的な防腐剤を微量添

力Bすることでカピ発生の防止が可能になるの

人工飼料

娃蜂児粉末

ズ/筋 /2 ser,舟3の 耐久卵が有効であること
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て、卵をセツトt/てから成虫をEOEl収するまで

必要ない。

羽化した成虫を羽化後すぐにペアリングす

るこ産卵数が減少するので、約20日 間  40

雌雄別に飼育した後ペア|リングすること

が年まt/い。この場合産卵前期F83ほ約3

日となり、その後の産卵数は5日 間でl14

1頭 あたり約 150個 となる。このよう

な飼育方法によつて1ケ 月あたり生産て

きる成虫は33,246頭 、卵は1,3

08,240個 となる。

ナミテントウ卵を利用したアブラムシ類i

除

1ロモモのモモアカアプラムシ

1998年 5月 14日 、モモアカアプラム

シの発生初期に 1樹 あたり120個 の卵を放

5/14           5/18           5/21           5/28

調査月日

図 1 モ モのモモアカアフラムシに対する効果

飼した。無放飼区のアフラムシ密度は5周 2

1日 まで増力Bしているのに対し、卵放飼区で

は1順調に減少していき、高い防除効果が得ら

れた (図1)。 L/かし5月 28日 には無放飼

区のアフラムシ密度が放飼区の密度と同じ値

になつた。この原因は、放飼区から無放飼区

へのテントウムシ幼虫の移動によることが観

察されている。従つて、テントウムシ幼虫の

移動能力は非常に大きいことが分かる。この

結果を応、まえ、1999年 5月 、モモアカア

― ・

― 処理 級督度

― 怖 区被害度

・…処理区寄生枝尊

。 慣 行区奇生枝申

図 2

6/12              6/24

調査月日

ナシのワタアプラムシに対する効果

(下草メ」り取り)

フラムシ発生初期に交信機乱剤を処理した圃

場の一部で実用的な防除試験を試みた。 10

aあ たり6,000卵 を放飼したところ、

その他の書虫を対象とする殺虫剤を激布

しながつたこともあり、放飼1ケ 周後の

被害新梢数を1本 に抑えることができた。

交信襲乱剤この併用は殺虫剤散布□数を

肖」減できることから、天敵利用には有効

な手段だと考えられる。

2ナ シのワタアプラムシ

1998年 5月 27日 、栽増形態の異な

る 2つ の圃場で実施した。放飼はいずれ

の圃場とも 10aあ たり6,000個 の卵を

5月 27日 と6月 12日 の 2回 実施した。下

草を刈り取つた栽増形態てはまつたく防除効

果が認められず (図2)、 アフラムシ寄生枝

率は 90%に までのぼつた。しかし、下車を

刈り取らない草生栽増では被害度ならびに被

害枝率ともに慣行栽増なみに抑えられ防除効

果が認められた (図3)。 いずれの試験区で

ア
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図3 ナ シのワタアフラムシに対する効果

(草生栽増)

も、ナミテントウ幼虫が寄生している新梢で

はアフラムシをよく捕食し、低密度に抑えて

いた。しかL/下草を刈り取つた栽培形態では

テントウムシの寄生していない枝でのアプラ

ムシの増殖が多<、 結果として防除効果が認

められなかつた。一方、草生栽増ではテント

ウムシ幼虫の寄生していない枝でのアフラム

シの増殖が何らかの原因で抑えられた可能性

がある。おそらく下車を刈り取らないことに

よつて土着の天敵の隠れ家を確保することに

なり、放飼したナミテントウとこれら土着天

敵この相力B的な効果によつて防除効果が認め

られたのではないがと考えられる。

このようにナミテントウの卵を放飼してア

フラムシ類を防除しようとする場合、効果は

アフラムシの種類や作物の種類ならびに栽捲

形態によつて変わる可能性があることが分か

つた。また、ナミテントウは殺虫剤に対する

感受性が高いので、放飼期間中の薬剤散布は

極力控える必要がある。一つの方法として、

モモでの試験で示唆されたように、交信損乱

剤との併用によつて鱗辺目害虫を対照とする

殺虫剤の散布を少な<す るか、

もしくは遅らせるここが可能

となる。

まとめ

ナミテントウはアフラムシ

類の天敵として

非常に有望な種であり、増殖

技術が確立てきた現在有効に

利用することが可能となつた。

そのためには以下の条件を十

分考慮する必要がある。

1)対照とする作物、アフラム

シの種類、栽増形態、など。

2)アフラムシ発生初期の放飼。

3)交信損乱剤等殺虫剤を削減できる剤この併

用。

しかし、同時に卵放飼による問題点も指摘

されている。

1)製剤の設置点数が非常に多く (10aあ た

り300地 点以上)作 業性が悪い。

2)卵の保存期間は低温条件でも7日 から10

日と短いため、安定的な供給が困難になる

可能性がある、など。

今後これら問題点を解決していく必要があ

ると考えている。

一 処理区被害度
― 慣行区枚害度
・・処理区寄生枝率
。一慣行区寄生枝率

5/27
調塞甘日        /24
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鹿児島県におけるア|)モドキヅウムシの根絶事業の経過こ今後の技術的課題

鹿児島県農業試験場大島支場

山□卓宏

1希 卵」
華7留i是『ご&詰智/タッパ_/回   |

アリモ ドキゾウムシとは

成虫は体長6 mm前後、細長く

一見アリに似たソウムシ。幼虫

は乳白色のウジ状で成熟するこ

体長6 mm前後、幅 2 mm前後に達

する。力8害は成虫の墓票や塊根

表皮への食害こ、幼虫の茎や塊

根内部への食入とに大別され、

幼虫による殺害の方が甚大であ

る。

インド、ミヤンマーなどのア

ジアが原産て熱帯、亜熱帯地域

に分布する。日本では、北緯3

0度 以南の南西諸島と小笠原諸

島に分布じ、近年、高知県 (根

絶)、 鹿児島県本土 (根絶)、

|_宰照第_」予晋経塁縄野
の寄生 |  |

|
1   母 虫回収   十 類斎哀ホ 海ぇ用

照射後 6～ 1 6日の間

に追 1回 回収

蛍光色斉によるマーク

クーラー下フクスによる

低温輸送  、 |

図 1 ア リモドキゾウムシの増殖ならびに不妊虫化、放飼体系

種子島 (根絶)、 屋久島、甑島など末発生地

域への侵入が相次いている。

本種ほ植物防疫法により有害動植物に指定

されているため、発生地から未発生地ヘサツ

マイモを自由に出荷するためには、本種の根

絶が必要になる。

アリモ ドキゾウムシ根絶事業

鹿児島県と沖縄県ては農林水産省の特殊病

害虫防除事業の一環として、アリモドキゾウ

ムシの根絶防除の研究をおこなつており、鹿

児島県では1988年 から不妊虫放飼法の適

用を奄美大島、喜界島て検討している。

現在は、大島支庁特殊病害虫係により喜界

島においてアリモドキゾウムシ根絶実証事業

が実施されており、 1996年 4月 から32

haを対照に寄主植物上に毎週 10頭 /市 の不

妊虫を放飼している。増殖は言果用のサツマ

イモを用いておこなつており、現在は週 50

万頭前後を生産している (図1)。

不妊虫放飼による防除効果調査ほ、フェロ

モントラツプ調査、イモトラツプ調査、寄主

植物調査をおこなつており、放飼地区では1

999年 秋には境界部を除くと発生が低密度

に抑制されている。

今後開発お理 まれる技術的課題

1.不 妊虫大規模低コスト増殖体系の開発

1)安価な飼育資材の利用技術

a`奄美産サ ツ`マイモの利用
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b.産卵イモ保管資材の探索

2)飼育体系のルーチン化と機械化

a.採卵から羽化成虫回収までの効率的

な一員飼育

2.不 妊虫大量放飼方法 ・防除効果調査法の

開発

1)生産不妊虫の収納こ運搬方法

a.成虫雌雄分離法 b.マ ーキング法

c.輸送法 d.楠餌法

2)放飼方法

a.定点放飼法   b.動 力器利用放飼

c.ヘリコプター放飼

3.抑 圧防除法の開発

1)薬剤による防除法

奈
Ｔ
ｚ
首
０
コ
）

〓
田
露
葛

放飼地区

無防様地区

98■.3 3,7       971.14       1.4       1112      98_48      9.30       99217       77      ,124

図2 フ ェロモントラツプによるアリモドキゾウムシ雄成虫の誘殺数の推移

(説ほ島樋おこ帆ヽ 1回に2日目設置、調査した。鋼 区が3基、娘防験地区ガ10墨)
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図3 イ モトラツプにおけるサツマイモ塊根からの脱出成虫数の推移

(1地区10カ所、1カ所3日程度のサリマイイモ焼根を設置、2週間閣幅て境根は更新し、取り曽えた塊根は室内で保管し、脱出成虫数を計数した。)

3.有効薬剤 b.防 除時期 c.残 効期間

2)フエロモン剤利用

3.テツクス板の改良

b.安価な資材の開発

3)生物的防除の利用

a.毘虫病原性線虫 b.天 散寄生菌

c.化学薬剤この併用効果

発行 東 京農業大学総合研究所研究会

生物的防除部会 (代表 河 含省三)

〒156-8502 東京都世口谷区桜丘1-1-1

TEL 03-5477-2565 口賦 03-5477-2634

E―MAIL kenkyukaCnodai.ac.ゴp


